
 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 ショートステイでは、印鑑やお薬、受給者証、お小遣いなどの貴重品類を持

ってきていただいており、利用者さんによってはご自宅の方で袋等を準備し

ていただくなど、ご配慮いただいていました。ぴぼっとからもお渡ししたい、

ご利用時の様子を記入した記録用紙、いつも月末に郵送、もしくはご利用時に

お渡ししている「来月の利用予定」・「前月の請求書」等の入った封筒なども

あります。  

そこでご希望する方がいましたら、ぴぼっととご自宅との連絡袋『ぴぼっと

連絡袋』をお渡ししたいと思っています。  

 

 

 

 

 

   

 

  

 

１２月より、ショートを利用していただいている利用者さんへの前日の確認

の連絡時に希望されるかどうか確認させていただき、順次『ぴぼっと連絡袋』

を作成しますのでよろしくお願いします。  
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７月からおこなっていた団扇や風鈴等の夏の取り組みの様子を報告します。 

②『夏の取り組み』ついて 

今月の 

ぴぼっと 

通信は・・ 

①『ショートステイの「ぴぼっと連絡袋」』について 

利用者さんがショートに持ってくる印鑑やお薬等を入れたり、ぴぼっとから 

①『ショートステイのぴぼっと連絡袋』について 

（呉） 

記録表等を入れたり、ぴぼっととご自宅との連絡袋の作成を考えています。 

③『ぴぼっとの年末年始』について 

 

 

入れていただくものの例  

   ・薬類  

・お薬依頼書  

・受給者証別冊  

・印鑑  

・お小遣い    などなど  

ぴぼっとから入れるものの例  

 ・利用時の記録用紙  

 ・月末の封筒  

（来月の予定・前月の請求書など）  

 ・サインをいただきたい書類    

などなど  

 

（呉） 

１１月になろうというのになんだか暑いと感じる日も。かと思

ったらダウンを着たくなるくらいの寒い日になったりと寒暖差の

激しい気候になっています。「秋バテ」でコロナやインフルエン

ザではない発熱や風邪症状のある方をチラホラ聞くようになりま

したが、皆さま、体調などお変わりないでしょうか？（呉） 

 



 

 

ショートステイの季節の取り組み第二弾として７月から『夏の取り組み』と

して団扇や風鈴作りをおこないましたので、様子をご報告したいと思います。 

 ３年程前から利用し始め、月に１回から２回に増え

たＡさん。いろんな力を持っているのですが、不安も

強く、周りを気遣う優しさも持っているので自分の気

持ちを表現したり、新しいことに挑戦したりすること

が苦手な様子。それでもお泊りの際はいつもヘルパー

と一緒にスイーツ作りに頑張って挑戦してきており、

何を作るのかもヘルパーの力を借りて決め、不安な中

でも一生懸命に取り組んできました。今では色々なこ

とに主体的に取り組み挑戦し、一歩ずつ着実に進んで

います。不安はあるけれど、そんな自分と戦いながら

コツコツと取り組み、前に進んでいる姿はこちらが見

習わなければと思っています。  

そんなＡさんは創作活動の取り組みとして季節の取り組みに挑戦していま

す。できたものはお母さんや作業所の職員さんなどにプレゼントしていま

す。今回は「団扇を作りたい。作業所の職員さんやぴぼっと

の人たちの顔を描いてもいい？」とご自分からやりたいこと

を伝えてくれました！絵を描くことを知らなかったのでこち

らも俄然ノリノリです！！「どんな顔？」「どんな髪型？」

「こう？こう？」とヘルパーに手伝ってもらいながら描きた

い人の顔を本当にたくさん描き完成させていました。ヘルパ

ーに「よく描けてるね。」「かわいいね。」などと言われ、

完成した団扇を見ながら「うん。」とやりきってホッとした

表情をしていたのが印象的でした。いつものスイーツ作りで

はないことに挑戦し、できたものが残る創作活動に挑戦した

からこその表情でした。秋になり次の取り組みの「紙すきをしたい。作業所

の〇〇さんに作りたい。」と主体的に取り組む姿が眩しいＡさんでした！  

 

 

 

 

 ぴぼっとは年末年始の 12 月 30 日（金）～ 1 月 3 日（火）はお休みさせて

いただきます。急な体調の悪化など緊急で連絡する必要がでてくるかと思い

ますので、何かありましたら下記の番号にお掛けください。  

 お掛けていただいた際にはすぐにでるように努めておりますが、支援に入っているなどし

てどうしてもすぐには出られない場合があります。その場合は、必ず折り返し連絡させてい

ただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人名古屋キリスト教社会館 生活支援センターぴぼっと 

住 所：〒457-0804 南区源兵衛町 5－18－10 

電 話：０５２－６１３－１３０６ 

F A X ：０５２－７４６－０８７３ 

緊急連絡先 ：０９０－７８６５－８５１８ 

（ｐｉｂｂｏｔ－１２２５．ｎｃｓ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ） 

連 絡 先 

②『夏の取り組み』ついて 

③ 『ぴぼっとの年末年始』ついて 

（呉） 


